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平成16年度第 2回（通算第

四回）開放型病院連絡会が平

成17年 2月10日（木）午後 7

時より国立病院機構熊本医療

センタ一地域医療研修センター

にて開催されました。開会に

あたり宮崎院長が、歴代の開

福田調委員長のご挨拶放型病院連絡協議会委員並び

に登録医の先生方へのお礼を

述べ、運用が「まんねり」化しないように心がけます

ので先生方からさらなる御指導を賜りますようにお願

いしました。また形成外科の新設、附属看護学校の落

成などについて報告を致しました。

次いで、開放型病院運営協議会委員長の熊本市医師

会長福田桐先生よりご挨拶を頂きました。福田先生は

開放型病院は現在推奨されている医療の機能分化を推

進する為に非常に有用な制度であること、これからの

医療連携には信頼関係を育むことが重要であり、この

連絡会はその信頼関係を育む大切な機会であることを

強調されました。

全体会議は連絡協議会委員田中英一先生と池井が進

行を担当しました。まず症例呈示として外科の山下医

長が「肺癌に対する気管支形成術」をビデオを用いて

講演し、形成外科の大島医長が「形成外科の新規開設」

について症例を呈示しながら講演を行いました。

続いて総合討論に移り木村経営企画室長が 「開放型

病院の共同指導の利用方法」の案内を行い、清川研修
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削（096)325司 2519

部長が新臨床研修医の研修の実状と来年度の地域医療

研修への協力をお願い致しました。自由討論に移り、

フロアから歯科の清村先生より、当院に対する要望等

を述べて頂きました。

最後に厚生労働省保険局医療課長の麦谷員里先生よ

り「医療制度の今後の展望について一診療報酬体型の

見直しと平成16年診療報酬改定一」 について特別講演

を頂きました。先生は診療報酬について平成16年度に

見直しされた点と見直しが出来なかった点をあげて、

また長期入院の診療報酬や混合診療についても触れな

がら、今後の方向性を示されました。先生には大変熱

心に、診療報酬改定に対する意欲あふれたご講演をし

て頂きました。

今回も多数の登録医の先生方にご出席頂き、最後ま

で熱心にご参加下さいまして有り難うございました。

（副院長池井聴）

特別講演中の麦谷真里先生

zi沿 ホームべーツをご朝岡下さい。診積、研修研究なと堕報満載さす。

百弘 国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス

http : //www.hosp.go.jp/ ~knh/ 
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新生国立病続機構熊本医療センターに寄せて

宮本内科小児科

院長宮本康志

平素より公私共に、宮崎院長先生はじめ池井副

院長先生、各科のスタッフの皆様にはお世話になっ

ております。紙面をお借りしまして厚く御礼申し

上げます。独立行政法人国立病院機構熊本医療セ

ンタ ーとして新たなスタ ートをされたわけですが、

ハー ドおよびソフト面での拡充、整備が展開され

ているところであります。先年、石原章先生を委

員長とする市内開業医と国立病院機構熊本医療セ

ンタ ースタッフとの意見交換会である、アドパイ

サリ コミティー委員を拝命致しました。年 4回の

委員会が開催され、各科の珍しい症例あるいは新

しい知見などが科の紹介を兼ねて披露され、その

後意見交換がなされます。病診連携ある いは病病

連携を大きなテーマのひとつとして救急外来、紹

介外来、入院、またボランティア問題などについ

て具申致しております。

個人的にも、昨年の暮れ、小生の患者さんが救

急外来にお世話になり、逝去されましたが“たこ

っぼ心筋症”という希有な疾患で大変勉強になり、

今後の診療の大きな糧となりました。

思い起こせば、 30年前程になりま しょうか、故

園田内科医長、吉松放射線科医長、太田外科医長

の御薫陶をうけ、医局、勉強会に出入りさせて頂

きながら、医師としてのイ ロハを教えて頂きまし

た。つい昨日のような気が致します。先生方もす

でに故人になられ、あらためて時の移ろいの早さ

を感じております。このように、機構は変わって

も再び出入りさせて頂く、縁に感慨深いものがご

ざいます。 と同時に、昨年来より、吉松真也先生

の甥御さんである、吉松俊治先生が放射線科医長

として就任されましたが、誠に喜ばしい限りです。

小生も、場所は違へ、国立熊本病院に勤務した

ものの一人として、ここ熊本の中心たる二の丸に

位置する国立病院機構熊本医療センタ ーの文字通

り熊本の医療の中心として発展されますようエー

ルを送るものであります。

固E病院機構熊恵医療センヲー開放型病院登録医証の発行について
登録医証につきましては、共同指導の際に名札としてご利用頂けます。

発行をご希望の先生は、管理課庶務係 (TEL096-353-6501 内線390）までお申し込み下さいますよう ご案

内致します。

なお、写真は時間内であれば院内で撮影できますし、縦4cm×横 3cmで顔全体が写っているものをお持

ち頂いても結構です。

また、駐車場については、 外来駐車場にて駐車券をお取り頂き、医事 O番窓口 （時間内）又は、時間外受

付 （時間外） にお申し出頂ければ、無料の手続きを致します。

国立病院機構熊本医療センター開放型病院登録医証

00  0医師会

熊本太郎

平成17年 1月 1日交付
国立病院機構熊本医療センター
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1 .国立病院機構熊本医療センタ ーで診療を行う場

合は、この証を持参し名札として着用下さし、。

2. この証の記載事項に変更があったときは速やか

に届け出て下さい。

3. この証を紛失又は破損したときは、速やかに再

交付の手続きを行って下さい。

4.この証の有効期限は 3年間と致します。
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救急症例の増加と共に、骨折患者が急増しています。

平成15年度の整形外科手術919例のうち骨折が463例と

半数を占め、その他は、膝疾患142例、脊椎疾患113例、

股関節疾患27例、肩関節疾患23例、その他諸疾患211例

とな っています。人工関節手術は、人工膝関節置換術

60例、人工膝関節置換術23例、人工肩関節置換術 3例、

人工骨頭置換術71例でした。平成15年度の新入院患者

数は、 1,061名で、平均在院日数は、 15.5日でした。

野村一俊

整形外科一般、膝関節外科、

股関節外科、関節リウマチ

日本整形外科学会専門医
日本リウマチ学会専門医
日本整形外科学会スポーツ医
日本整形外科学会代議員
日本リウマチ学会評議員
西日本整形災害外科学会評議員
医療マネジメント学会理事
熊本大学医学部臨床教授

橋本伸朗

整形外科一般、脊椎外科、

外傷外科

日本整形外科学会専門医

日本脊椎脊髄病学会指導医

日本リウマチ学会専門医

日本リハビリテーション学会臨床認定医

慶瀬 隼福元哲也

整形外科一般、膝関節外科、

股関節外科、外傷外科

日本整形外科学会専門医

整形外科一般、肩関節外科、

外傷外科、スポーツ整形外科

日本整形外科学会専門医

日本体育協会スポーツドクター

田中あづさ

整形外科一般、外傷外科

井賢治

整形外科一般、外傷外科

人工関節置換術、脊椎手術を中心とした手術成績向上のための臨床研究を続けています。これらの研究は、単に術

式・材料に留まらず、総合的な医療の質向上のためのクリテイカルパスと結び、ついた研究として発展しつつあります。

現在、国立病院機構の政策医療ネットワーク骨・運動器共同研究として、人工膝関節置換術後の骨密度変化、頚椎症

性脊髄症の病態解明と手術法の標準化の臨床研究に参加しています。 また、厚生労働科学研究では、 主 な医療行為に

対するクリテイカルパスの臨床評価指標及び経営管理指標を用いた評価方法の開発と医療機関経営に与える影響に関

する研究に参加しています。

国原稿を募集致します置l

登録医の先生の投稿を歓迎致します。400～800字程度を基準にお願い致します。

送付先干 860-0008熊本市二の丸 1-5

国立病院機構熊本医療センター 『くまびょう NEWS』編集室まで
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特 色

近年、医療機関の機能分化が進み、医療連携なくし

て医療は行えなくなってきています。急性期医療を担

う当院整形外科では、手術的治療が中心となっていま

す。従って、術後リハビリを要する多くの症例は、リ

ハビリ施設へ転院治療をお願いしています。医療の標

準化 ・質の向上を目指して 8年前よりクリ テイカルパ

スを導入し、現在、入院症例の90%以上に使用してい

ます、また、転院治療例に対しては、転院施設と結ぶ

医療連携クリテイカルパス（連携パス）を活用してい

ます。更に、 一昨年、連携医療の質向上 ・標準化を目

的としたモデル事業として大腿骨頚部骨折シームレス

ケア研究会を数カ所の施設と立ち上げ、地域で使用可

外科

井上泰輝

現在、外科系のロ ーテー ト研修を行っており

ます井上泰輝といいます。出身は宮崎県延岡市

で平成16年に熊本大学医学部を卒業いたしまし

て現在、 2年間の卒後臨床研修の真っ只中でご

ざいます。国立病院機構熊本医療センターは学

生の頃から何度か実習でお世話になったことが

あり、その時に学んだことは強い印象とともに

思い出となっていました。その時担当だった先

生に覚えて頂いていたのは非常に嬉しく思いま

しfこ。

私達の代から始まりましたスーパーローテー

ト研修では 1年目から、各科をローテートする

度にその都度、知識の少ない状態から御指導頂

C 4) 

能な連携パスを開発しました。現在、本研究会では、

使用後の連携パスの検証が行われており、連携医療の

問題点を明らかにし、より患者本位の連携医療システ

ムを構築すべく努力が続けられています。

図 人工骨頭置換術連携パス（医療者用）

いており 、御迷惑をおかけしながら日々研修さ : 

せて頂いているのだと感じずにはいられません。

しかし、以前のローテート中にお世話になっ ： 

た先生に質問を受けて頂いたり、学んだ知識を

現在所属している科で生かしたり、診療科を越

え幅広い視点で学ぶことができるというのは今

回のローテート研修では非常に大きなところで

はなし、かと考えます。 l年目も後半になると少

しは見えてくることもあるかと思っておりまし ： 

たら、まだまだ不足していることばかりで日々、

勉強と反省の日々でございます。

また、 一社会人になり、今までにない程多く

の方々との人間関係が生まれてまいりました。

患者さん、そしてそのご家族、病院スタッフの : 

方々とそれは様々です。知識、技術の習得とと

もに、これから出会ってゆく全ての方々との縁 ； 

故を大切に、かっ学ばせて頂いた事を糧として : 

ゆけるように精進してゆきたいと思います。当

病院でお世話になる期間も残り少なくなってき : 

ましたが、今後とも御指導、御鞭撞の程を何卒 ； 

よろしくお願いいたします。
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最近g)h.ピックス

美容皮膚科の進化

、、

感覚器センタ一

皮膚科部長

前川嘉洋

この数年、従来の皮膚科の分野に加え、美容皮膚

科を取り入れる施設が増えてきています。 2001年日

本皮膚科学会雑誌にケミカルビーリングガイドライ

ンが掲載され、人々の美しくありたいとの思いに開

業医の先生方のみならず、勤務医においても積極的

に取り組む姿が見られるようになってきたのです。

美容皮膚科の分野は1980年代から本格的に始まった

レーザ一治療、電気脱毛、また1992年から普及して

きたケミカルビーリングなどは、基本的には皮膚表

面外科であり 、皮膚科医がおもな治療者となり行う

治療技術であるといえます。今回はそのうち代表的

な治療法と最近経験した直線偏光近赤外線による治

療について紹介します。

ケミカルビーリングは化学物質を塗布し、皮膚を

一定の深さで剥離させることにより、皮膚の再生を

図る治療法です。表皮の角層は、表皮角化細胞の最

終分化過程で脱落直前の死んだ細胞ですが、その機

能はきわめて重要です。一般に、角層に影響を与え

ることで生じる変化を利用した治療をcorneotherapy

といいますが、皮膚の状態を改善することを目的と

したケミカルビーリングは、いわゆるcorneotherapy

のひとつといえます。表層のケミカルビーリングに

最も頻用される試薬はグリ コール酸でグリ コール酸

は真皮線維芽細胞への直接作用によりコラーゲン産

( 5) 

皮膚科（No.4) 

生を促進したり、チロシナー ゼ活性を抑制したりす

ることによりメラニン産生を抑制することが報告さ

れています。ケミカルビーリングの最も適応のある

疾患はざ嬉であり、グリ コール酸は角栓を融解する

ことにより早期に面胞や丘疹を改善し、炎症を生じ

ることを防御します。その他、適応のある疾患は毛

孔性苔癖、炎症後色素沈着、日光性色素斑、肝斑、

雀卵斑があげられています。

次に、直線偏光近赤外線による皮膚疾患の治療で

すが、近赤外線は可視光線より長く、中間赤外線よ

り短い波長帯の光です。近赤外線治療は、光生物学

的反応または光化学的反応によって、抗炎症作用、

鎮痛作用、創傷促進作用を有すると考えられ、多岐

にわたる臨床応用が期待されています。直線偏光近

赤外線治療器（スーパーライザー 東京医研製 ：SL)

は組織深達性が高いとされる600 1,600nmの波長帯

の近赤外線を照射することが可能とされています。

最近、 SLを用いて円形脱毛症（図）、 糖尿病性皮膚漬

虜の治療を始めましたが、それぞれに効果がみられ

ています。その他、樗磨，星状神経節照射、帯状庖

疹後神経痛などに使用されているようです。

図 s Lによる治療
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No. 121 

最近のト－どックス

放射線科領域の今後の展望について

画像診断・治療センター

放射線科医長

吉松俊治

電子カルテは病診連携・病病連携における院内 ・院

外ネットワ ークとして患者情報を共有するのに必要不

可欠な手段であり、地域医療の中核病院として電子カ

ルテ化は避けては通れない道です。電子カルテ化する

にあたって検査デー タ等の文字情報を電子保存するの

と同様に、画像情報も電子保存しておく必要性があり

ます。画像を電子保存するにはすべての画像診断装置

をあらかじめデジタル化しておかなければなりません。

X線画像のデジタル化は近年急速に進み、画質の向

上や画像処理の即時性 ・容易化が可能となり、失敗や

取り直しのない撮影、検査時間の短縮、フィルム コス

トや保管場所の削減が可能となりました。特に病床数

500以上の大規模病院ではその経済効果ばかりでなく、

フィルムを探して運ぶという人的かっ時間的ロスの効

率化において最大のメリットがあります。画像モニ タ

で読影が迅速に可能となり、診断結果および過去画像

の参照がオーダリングやネットワ ークの端末で簡単に

できるようになります。

図 1 薄型X線平面検出器（FPO）搭載の透視・

DSA装置（多目的IVR装置）

C 6) 

放射線科（No.4) 

設備投資として画像診断装置更新を含めた画像のデ

ジタル化 ・電子保存とフィルムレス（PACS）化を一

期的に行うには、電子カルテシステムそのものに匹敵

するような高額予算が必要です。個々の画像診断装置

を更新もしくは新規導入する際に画像のデジタル化と

共通規格（DICOM）化をして、画像サーバに保存で

きるようにしておくことが経費節減の最善の方法と考

えられます。

現在、当院では新規導入された10列マルチスライス

CT (Siemens SOMA TOM）とMRI1.5T装置（Phillips

Intera）、既存の一般撮影装置（FCR）とRI装置がDICOM

出力できており、画像サーバ保存とレポーティングシ

ステム導入がいつでも可能です。既存のヘリカノレCT

（東芝Asteion）はDICOM出力化できますが、接続費

用がかかり ます。血管造影装置、X線テレビ（透視）

装置 3台、乳腺撮影装置、MRI0.5T装置はDICOM出

力不能で、装置を更新してはじめて画像サーバ保存が

できるようになります。心カテ装置は動画サーバに画

像保存されています。

一般撮影および透視 ・DSA装置は、新しい薄型のX

線平面検出器（FPD）の出現でX線を直接電気信号に

変換（デジタル化）できるようになり ました。高精細

の静止画および動画像がモニタ参照可能です。 35mmフィ

ルムや 8mmビデオがデジタルカメラやデジタル ビデオ

に置き換わったのと同様に、 X線フィルムからFPD装

置でデジタル保存の時代となりました。装置更新時に

はFPD装置の導入を考えております。

I 

図2 上腸間膜動脈造影 34cm （大角サイズ）

の四角型DSA像
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． ． 研修のご案内． ． 
（第68回 救急症例検討会（無料） I 

日時砂平成17年 3月9日（水） 18 : 30～20: 00 

場所惨国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

「呼吸困難呼吸器疾患」 国立病院機構熊本医療センター総合医療センター呼吸器科医長 森松嘉孝

医師、薬剤師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、栄養士、救急救命士、救急隊員、事務部門等全ての医療従

事者を対象とした症例検討会です。医師以外の方にも理解できるよう配慮した内容にしています。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096-353-6501 （代表）内線263 096-353-3515 （直通）

I :190回初一座（会員制）
［日本医師会生涯教育講座 5単位認定］

［日本内科学会認定内科医更新のための 2単位認定］

「黄 痘 」

1. 小児の黄痘

日時砂平成17年 3月12日（土） 15 : 00～18 : 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

座長 熊本市医師会理事相良勝郎

国立病院機構熊本医療センター小児科部長 高木 一孝

2. 内科的黄痘 国立病院機構熊本医療センター消化器病センター消化器科医長 杉 和洋

3. 外科的黄痘 国立病院機構熊本医療センター外科松崎法成

4. 自己免疫性肝疾患と黄痘 国立病院機構長崎医療センター臨床研究セ ンタ ー長 石橋大海

この講座は有料で、年間10回を1シリーズ（年会費20,000円）として会費制で運営しています。但し、 1回だけの参

加を希望される場合は会費5,000円で参加し、ただけます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096-353-650 I （代表）内線263 096-353 3515 （直通）

エ第 74~回月曜会（無料）｜
（内科症例検討会） ｜ 

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ ｜ 

日時砂平成17年 3月14日（月） 19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

1.胸部X線写真供覧 国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センター呼吸器科医長 森松嘉孝

2.持ち込み症例の検討

3.症例呈示「対麻揮で発症した脊椎梗塞の 1例J

国立病院機構熊本医療センター脳神経センタ ー神経内科幸崎弥之助

4. ミニレクチャ ー 「不明熱で発症し診断が困難であったネコヲ｜っ掻き病の 1例」

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センター血液内科井上佳子

日頃、疑問の症例、興味のある症例、 X線、心電図、その他がございましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター副院長 河野文夫 TEL096-353-6501 （代表） FAX 096-325-2519 

！第43回三木会（無料）｜
（糖尿病、高脂血症、高血圧を語る会） ｜ 

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ ｜ 

日時砂平成17年 3月17日（木）19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

1. リスパダール内服開始後に急激な血糖コントロールの増悪（非ケトン性高浸透圧性昏睡）をきたした症例

国立病院機構熊本医療セン ター内科 青木由香、大議洋、石井規夫、市原ゆかり、高橋毅、東輝一朗、小堀祥三

なお、興味のある症例・ご疑問・ご質問のある症例がございましたら、ご持参いただきますようお願い致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター内科医長小堀祥三・東輝一朗 TEL096-353-650 I （代表） 内線796

(7) 
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研修旦l糧費
3月 研修ホール tヨミ』 議 室 lま か

1日 ω 18. 00～19 30 血液病懇話会（図） 8 00 救急部カンファ レンス C 
15～18 外科術前術後症例検討会 C 

2日 （水） 16 . 00～18 00 皮膚科組織検討会（図） 17 . 00 消化器疾患カンファレンス C 

3日嗣
18: 30～21 00 日本臨床細胞学会熊本県支部研修会 7 50 整形外科症例検討会 C 

17～19 循環器カンファレンス C 

8 00 消化器病研究会 C 

4日 （到
8 00 麻酔科症例検討会 手
8: 00 皮膚科症例検討会 臨
17～18 救急部カンファレンス C 

5日出
14・00～16・00 第180回滅菌消毒法講座 ｛会員制｝
「手術部、材料部のこれからJ 九州大学医学部附属病院副院長 高橋成輔

18: 00～19 : 00 第23固くすりの勉強会 （公開） 17・00～18: 00 病理細胞診検討会（図） 8 00 MGH症例検討会 C 
7日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カ ンファレンス 日lj6 

17～18 小児科カンファレンス 外来

19 . 00～20: 30 熊本県臨床衛生検査技師会 8. 00 救急部カンファ レンス C 
8日 ω 一般検査研究班月例会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

18 . 00～19 : 30 血液病懇話会（図） 19～21 泌・放射線科合同ウログラム C 

9自体）
18: 00～20: 00 第68回救急症例検討会 16. 00～18 : 00 皮膚科組織検討会（図） 17 00 消化器疾患カンファレンス C 

「呼吸困簸呼吸器疾患J

10日休）
18: 30～20: 30 熊本県臨床衛生検査技師会 7: 50 整形外科症例検討会 C 

臨床化学月例会 17～19 循環器カンファレンス C 

8: 00 消化器病研究会 C 

11日 （月）
8: 00 麻酔科症例検討会 手
8: 00 皮膚科症例検討会 臨
17～18 救急部カンファレンス C 

15 : 00～18: 00 第190回初期治療講座 《会員制》 ［日本医師会生涯教育講座 5単位寵定］
［日本内科学会箆定内科医更新のための 2単位箆定］

座長 熊本市医師会理事 相良膨邸
「賞痘』

12日 出 1.小児の黄痘 国立病院機構熊本医療センター小児科部長 高木一孝
2.内科的貧痘 国立病院犠構熊本医療センター

消化器病センター消化器科医長 杉 和洋
3.外科的賞痘 国立病院機構熊本医疲センター外科 松崎法成
4.自己免疫性肝疾患と貧痘 国立病院.構長崎医IIセンター臨床研究センター長 石橋大海

19 : 00～20: 30 第74回月曜会 （内科症例倹討会） 8・00 MGH症例検討会 C 
14日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 別 6

［日本医師会生涯教育講座3単位箆定］ 17～18 小児科カンファレンス 外来

15日 ω 18・00～19: 30 血液病懇話会（図） 8: 00 救急官官カンファレンス C 
15～18 外科術前術後症例検討会 C 

16日 （水）
13: 00～17 . 00 糖尿病教室 12～13 糖尿病教室 研会

16: 00～18 . 00 皮膚科組織検討会（図） 17 . 00 消化器疾患カンファレンス C 
19 : 00～20: 30 第43国三木会 19: 30～21 00 有病者歯科医療研究会 7 . 50 整形外科症例検討会 C 

17日休） （鎌尿病、高脂血症、高血圧を語る会） 17～19 循環器カンファレンス C 
［日本医師会生涯教育携座3単位限定］

8: 00 消化器病研究会 C 

18日 （創
8・00 麻酔科症例検討会 手
8. 00 皮膚科症例検討会 臨
17～18 救急部カンファレンス C 

22日 ω 18: 30～20・30 血液研究班月例会 18: 00～19 . 30 血液病懇話会（図） 8 00 救急部カンファレンス C 
19 : 00～21 . 00 小児科火曜会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

23日 （水） 16・OD～18 00 皮膚科組織検討会〔図〕 17 00 消化器疾患カ ンファレンス C 

24日同
19. 00～21 00 熊本脳神経疾患懇話会 7 50 整形外科症例検討会 C 

17～19 循環器カンファレンス C 

8. 00 消化器病研究会 C 

25日 幽
8 00 麻酔科症例検討会 手
8 00 皮1脅科症例検討会 臨
17～18 救急部カ ンファ レンス C 

8 00 MGH症例検討会 C 
28日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス jjlj 6 

17～18 小児科カンファレンス 外来

29日 ω 18・OD～19. 30 血液病懇話会（図） 8 00 救急部カンファレンス C 
15～18 外科術前術後症例検討会 C 

30日 （水） 19 . 30～21 00 臨床口腔外科研究会 16 00～18 00 皮腐科組織検討会（図〕 17 00 消化器疾患カンファレンス C 

31日 附
7 50 整形外科症例検討会 C 
17～19 循環器カンファレンス C 

（図）図書室 C病院本館 2階カンファレンス 手 手術室控室 臨 臨床研究部会議室 別 6別 6病棟 外来 小児科外来 研食 研修棟食堂
問い合わせ先 干860-0008 熊本市二の丸 l番5号 国立病院機構熊本医療センタ 一地域医療研修センタ ー

TEL 096 353 6501 （代〕内線263 096-353 3515 （直通〕
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